
― 1 ―

福岡県立大学人間社会学部紀要　第28巻　第２号

「精神保健福祉援助演習」の演習教育法に関する研究動向と課題

住　友　雄　資＊・鬼　塚　　　香＊＊

要旨　本総説論文は、精神保健福祉士養成に不可欠な演習科目「精神保健福祉援助演習」の演習

教育法に関する文献をレビューした上で、その研究動向と今後の課題を提示することにある。演

習科目に言及する文献とその演習教育法に関する文献のレビューから、演習教育法に関する文献

は少なく、教育実践報告に終始している現状が明らかになった。その上で、研究としての基礎固

めがまずは求められること、そのためには演習科目法に関する共通の枠組みを提示できる質的研

究が必要不可欠なこと、演習担当教員が創意工夫しながら精神保健福祉士となる学生への演習教

育法を磨いていくこと、研究活動と教育実践活動とのサイクルを構築して、教材活用・開発を含

む演習教育法のさらなる改善・向上を図っていくこと、などの研究および教育実践に関する課題

を示した。

キーワード　精神保健福祉士、精神保健福祉援助演習、演習教育法、教育実践報告、

　　　　　　ロールプレイ、事前・事後学習

　本総説論文の目的は、「精神保健福祉援助演

習」の演習教育法に関する文献をレビューした

上で、その研究動向と今後の課題を提示するこ

とにある。「精神保健福祉援助演習」とは、精

神保健福祉士指定科目「精神保健福祉援助演

習」「精神保健福祉援助演習（基礎）」「精神保

健福祉援助演習（専門）」及びこれらの読替科

目のことを指す（以下、演習科目とする）。ま

た演習教育法とは、演習科目の効果が高まるよ

うに演習科目を担当する教員（以下、演習担当

教員とする）が行う具体的な教育法を指す。

　演習科目の演習教育法に関する研究動向を明

らかにするためには関連文献のレビューが必要

である。その文献レビューを２つに大別して

おこなう。まずは演習科目の目的や課題に言

及する文献について簡潔にレビューした。その

後に演習科目の演習教育法に関する文献のレ

ビュー１）を行い、これまでの研究全体の到達

点を確認し、そこから今後の研究・教育実践の

課題を提示することとしたい。
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１．「精神保健福祉援助演習」に関する文献

レビュー

　荒田（2011）は、演習科目を担当した経験

から、その目的を、グループによる討議と相互

学習、ロールプレイを活用して、具体的な事例

を通してソーシャルワーク実践における「価

値」と「理念」を学習すること、精神保健福祉

士としての自己覚知を深めること、基本的なコ

ミュニケーション技術と面接技術を習得し、情

報の収集と問題の発見と分析と解決の方法、記

録に関する知識と技術を身につけること等の教

育内容について実践的な学習を深めることだと

した。

　福山（2013）は、精神保健福祉士を含むソー

シャルワーク演習教育の概論、目的、目標、位

置づけ、内容、方法を、教育学の教育原理に基

づき検討した。そして担当教員がソーシャル

ワーク演習教育を展開する上での苦手意識が、

ソーシャルワークという専門性よりも、「専門

職としての教員」のアイデンティティ、「教え

ること」の意義、教えられる側の「人として善

くなろう」とする成長への意思を主たる要因と

してもたらされるとした。

　齊藤（2013）は、演習教育の概要と内容を

踏まえ、演習の目標を達成するために、主体的

学習の場、多面的、多角的な視点の醸成の場、

スーパービジョンの場、価値・知識・技術を応

用可能にする場を整える必要性に触れ、精神保

健福祉士養成と演習教育の課題について学生の

ニーズ、生涯教育における大学等教育の役割か

ら論じた。

　岩本（2016：16）は、「演習には学生同士の

相互作用が重要であり、グループを活用した教

育方法が有効である」とし、グループディス

カッション・ロールプレイ・フィールドワーク

等の代表的方法を概説し、日本精神保健福祉士

協会（2014）の『精神保健福祉士業務指針及び

業務分類第２版』を用いたグループによる演習

展開例を簡潔に解説した。

　阪田（2016a）は、演習科目の目標及び内容

を解説し、精神保健福祉士が業務を行う際の価

値・理念・視点の実践基盤を理解し、涵養する

ことにより、専門性と実践力の高い精神保健福

祉士養成を可能にする演習教育には大きい意義

があるとした。また阪田（2016b）は、演習教

育には①精神保健福祉領域の対象の拡がりによ

る課題、②精神科医療機関実習との関連性、③

当事者理解の困難性、④演習担当教員の教育力

の向上、⑤実習教育の諸課題、という５点の課

題があると提示した。

　以上の文献レビューから、その多くは演習科

目の意義・目的、教育目標、教育内容、担当教

員の資質、課題などの基本的枠組みに終始しが

ちで、演習教育法に言及していても具体性に欠

けているのが実情である。

２．「精神保健福祉援助演習」の演習教育法

の文献レビュー

　学生に対する具体的な演習教育法にまで踏み

込んで展開しているのは、各大学における実践

教育報告である。まだまだその数は少ないが、

徐々に増えている。

　演習科目の演習教育法に関する文献には、東

海女子大学での教育実践を取り扱った宇都宮

（2002）の報告、群馬社会福祉大学（当時）で

の自己覚知を目的とした塚越（2007）の教育実

践報告、聖徳大学における高橋（2006；2009；

2010；2011）のロールプレイ（以下、RPとす
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る）を用いた一連の報告、佛教大学における杉

原（2008；2012；2014）の事例作成演習に関

する報告、健康科学大学での取り組みを概説し

た入江・平林（2011）の報告、福岡県立大学で

取り組んだ鬼塚・住友（2019）と住友・鬼塚

（2019）の教育実践報告がある。

１）宇都宮（2002）の教育実践報告

　宇都宮（2002）は、2000年度演習科目の教

育実践を整理・分析することで、学生が主体的

に学ぶことについて考察し、今後のあり方を検

討した。学生に対して、無記名の「精神障害者

に対するイメージ」アンケートと「日頃の態度

の傾向を確認する心理テスト」を実施し、その

結果から「精神障害者の社会生活上の困難に対

する理解を深めること」と「学生自身の自己洞

察を深めること」を獲得目標に設定した授業を

展開した。主たる授業内容は、事例研究、ゲス

ト講師による講義、社会資源に関する自己学習

とその報告、援助者に求められる基本的態度、

RPを含む面接技法の習得である。

　各授業ではコメントカードを学生に書かせ、

学生の了解を得て匿名性を保障し授業で紹介し

た。このコメントを用いて、同情・共感・受容・

一方的／指示的関係・腑に落ちる理解・思い込

みでない援助等の学習テーマを設定した演習を

実施した。授業参加に負担を感じる学生への配

慮、担当教員の力量の向上、関係形成のための

プログラム開発、学生の客観的な評価尺度の検

討、卒業生との連携に基づく教育内容の検討が

今後の課題としている。

２）塚越（2007）の教育実践報告

　塚越（2007）は、自己覚知を目指した演習に

ついて記述した。ただし、2006～2007年度開

講「精神保健福祉援助演習」と「精神保健福祉

援助実習指導」で実施した演習を取り上げたも

のであり、精神保健福祉援助実習指導とは明確

に区分していない。RPにより「グループの力

動を利用」し、適切な言葉を使用し、正確に伝

えるという言語的手段で表現することで、自己

覚知につなげていく演習を実施した教育実践報

告である。

３）高橋（2006；2009；2010；2011）の教育実

践報告

　Ａ．高橋（2006）「精神保健福祉士養成教育

におけるソーシャルワーク演習のあり方」

　高橋の一連の報告は連載物である。高橋

（2006）は、開始期・作業期・終結期の三段階

に区分・展開した授業内容を紹介・報告してい

る。

　演習の目的意識と学生のグループ意識を高

め、基本スキルの練習に費やすことを目的とし

た開始期（５～６コマ）は、インテーク面接の

体験、コミュニケーション技法と対話のレッス

ン、ライフヒストリーの理解という演習プログ

ラムとなっている。ソーシャルワーク実践を想

定した基本スキルの練習からソーシャルワーク

の思考力、行動力を習得することを目的とした

作業期（20コマ程度）は、ある精神障害者の入

院時から退院までの時期、精神障害者社会復帰

施設（当時）利用時期、地域での生活場面とい

う連続性のある実例を用いて、グループによる

ケース・スタディとRPを用いて演習を展開し

た。個人評価、実習の動機と課題の明確化を目

的とした終結期（２コマ）は、記録をもとにし

た個人評価、実習の課題についてのレポート作

成を実施した。

　高橋（2006）は演習で最も時間を割く作業
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期について記述している。この時期には、統合

失調症の24歳・男性（架空）を素材に、本人の

回復とPSW等の支援によって精神科病院に入

院→精神障害者社会復帰施設を利用→地域生活

と変遷していく物語を使用している。事例の提

示と分析、シナリオ作りとRPの準備、RP実

施、RPの振り返りと評価という四段階で演習

を行った。そこでは、特に、入院場面と精神障

害者社会復帰施設利用場面のインテーク場面を

取り上げ、本人の状況とそれぞれの利用目的の

違いによって各々のインテーク面接の内容や方

法が異なってくることについて、RPを通じて

学生に理解させている。このことにより、面接

のスキル習得を意識させ、その結果、実践力を

身につけさせることを意図した演習となってい

る。

　Ｂ．高橋（2009）「精神保健福祉士養成教育

におけるソーシャルワーク演習プログラムの検

討（その１）－精神障害者の家族との面接ロー

ルプレイングを素材として－」

　高橋（2009）は、高橋（2006）で用いた事

例を修正・加筆し、新たな場面を設定して５つ

の物語で演習を行っている。入院時・中の物語

１・２、退院して自宅で生活している際、病状

の悪化と粗大ゴミに関する地域住民とのトラブ

ルが生じ、本人と母親への援助場面である物語

３、再入院となる物語４、退院して地域生活に

移行する物語５である。高橋（2008）が紙面の

ほとんどを割いて演習教育法を詳細に記述した

のは物語３・４であるので、それらの演習教育

法を解説する。

　物語３は、「ソーシャルワークにおける情報

収集と整理の技法」を学び、母親を「悩ませる

問題の状況」や本人の「行動の意味と背景」を

理解し、本人と母親の「ニーズを明確」にした

うえで「ソーシャルワーク実践プログラムや

ソーシャルワーク・アプローチ」を開発するこ

とを目的にしている（高橋 2009：85）。「クリ

ニックもしくは他の精神科病院に受診させたい

が、どう説得すればよいか」「粗大ゴミに関す

る近隣住民とのトラブルを解消し、この地域で

生活し続けたいので、近隣からの転居要請が

あった場合、どう対処すればよいか」「今ある

ゴミを始末したい、放火されないか心配でしか

たない」等の母親の切迫した場面を設定してい

る（高橋 2009：86）。

　演習は、①物語３を熟読後、学生個人で自由

に発想して物語について考えつく、思いつく事

柄を１枚のラベルに１行で一枚ずつ記入し、②

４～６名で１グループをつくり、持ち寄ったラ

ベルをKJ法によって整理し、構造化して図解

し、③図解したものに、文字やイラストを入れ

てプレゼンテーション資料を作成し、④作成し

た資料をもとに、各グループでプレゼンテー

ションを実施し、⑤プレゼン終了後、各自振り

返りシートを作成する、という展開である（高

橋 2009：85-86）。

　物語４は、再入院先のPSWと母親との面接

場面に絞った。RPを用いて、PSWの「家族支

援場面における役割」、「PSWの家族支援場面

におけるスキル（技能）」、母親の「行動の意味

や心理的側面」、母親の「充足すべきニーズや

解決すべき問題」（高橋 2009：86）について学

ぶという演習を行っている。この演習はRPの

準備段階と展開段階から成り立っているが、こ

こではRP展開段階を取り上げる。

　RPの大まかな展開は、①各グループで、

PSW・母親・観察者の役割を決め、②面接の

ための準備と確認を行い、③母親との面接場面
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で役割を交代しながら15分のRPを実施し、④

終了後のフィードバックを行い、⑤各役割の立

場で面接記録の作成を行う（高橋 2009：87）。

この演習課題は「PSWであるあなたは、母親

とインテーク面接をするとしたら、どのような

面接をしますか」である。

　RPでは、学生が母親役をすべて自由に演じ

させることはしない（高橋 2009：88）。母親の

語った内容を担当教員がプロセスレコードとし

て事前に提示している。台本通りに演じるとい

うよりは、台本を参考にこれまでの学習内容や

想像力をもって母親役を演じさせることにして

いる。ただし母親の語りのうち、表現は多少変

えてもよいが必ず用いる語りの部分が設定され

ている２）。

PSW役は、①自らの人物設定を行い、②RP

の順番を確認し、③母親役に必ず伝える・確認

すること、母親に状況に応じて伝えること・確

認することを明確にし、④面接の展開プランを

確認する、という一連の手順に沿ってRPを実

施した。なお④の展開は、PSW入室→自己紹

介→医療保護入院となった理由の説明→医療保

護入院の説明→父親の同意についての確認→こ

れまでに状況や入院に至る経緯、自宅での状況

等の確認→母親からの質問への回答→病棟ある

いは事務に一緒に行く旨を伝えることで面接終

了３）となっている（高橋 2009：89）。

　RP終了後のフィードバックは、PSW役には

母親の印象やRPの感想を、母親役には母親の

現在の心境や演じてみて母親をどう捉えたか、

PSWの印象やRPの感想を、観察者役にはRP

の良かった点、より良くなるためのアイデアを

述べてもらう（高橋 2009：90）。そして最後に

担当教員からのコメントや補足を述べてフィー

ドバックを終える４）。

　この後に作成する面接記録にも学ぶべき内

容が組み込まれている。PSW役を例にすれば、

学生自身が体験した内容を正確に記録するとい

う初歩的な学習内容は当然として、医療保護入

院の同意を得る手続きを記述したRPの記録か

ら、医療保護入院という知識を実際の面接場面

でどのように説明するかを学ぶ。医療保護入院

の定義を理解するだけではなく、他者にわかり

やすく説明できるようなるという学習内容など

がこれに相当する（高橋 2009：92-94）。

　Ｃ．高橋（2010）「精神保健福祉士養成教育

におけるソーシャルワーク演習プログラムの検

討（その２）－ロールプレイングを用いる際

の留意点－」

　高橋（2010）は、高橋（2006；2009）の続

編に相当し、特に高橋（2009）の延長線上に

ある。演習にRPを用いる際、その実施前・実

施中・実施後の三段階に分けて、その際の留意

点について検討を加えた。2007～2009年度開

講の「精神保健福祉援助技術演習Ⅰ」受講生62

名、2007～2009年度通信教育部スクーリング

「精神保健福祉援助技術演習」受講生134名、計

196名の教育実践（提出レポートを含む）を素

材としている。

　実施前には、インテーク面接体験プログラ

ム、インシデントスタディ体験プログラム、

RPで使用するインシデントの理解という演習

プログラムを実施している５）。

　インテーク面接体験プログラムのねらいは、

面接の基本スキルを学ぶ、クライエント役の理

解、面接記録と評価の方法を学ぶ、面接者とし

ての自分の傾向を知ることである（高橋 2010：

34-35）。インシデントスタディ体験プログラム

とは、RP場面を細やかに描写するために、ケー
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スの中からインシデントを抽出・分析し、PSW

役とクライエント役の両方の視点で検討するこ

とである（高橋 2010：36）。RPで使用するイ

ンシデントの理解は、ケースヒストリーの手法

を用いてインシデントの時系列的な整理を試

み、エコマップを作成する演習を事前に行っ

て、一つの脈絡をもったケースストーリーとし

て理解することを目的に、臨場感をもったRP

を次に展開できるように準備することである

（高橋 2010：37-38）。この演習プログラムを実

施するには準備に相当な時間を費やし、丁寧な

演習教育をおこなっていることがわかる。

　RP実施中では、高橋（2009）の物語４を用

いて15分で実施する（高橋 2010：41-45）。主た

る内容は、①主題の設定、②主題の追求による

役割の明確化、③場面の設定、④場面の展開か

ら構成されているので、この順序に解説する。

　①は、医療保護入院につながるインテーク

面接の場面で、PSW役とクライエント役それ

ぞれの主題を設定する（高橋 2010：41-42）。

PSW役には、幻聴により対人コミュニケー

ション能力が著しく低下しているクライエント

に対して医療保護入院に関する説明をおこなう

場面が設定されている。クライエント役には、

幻聴により対人コミュニケーション能力が著し

く低下している時に、PSW役が医療保護入院

に関する説明・同意を求めてくる場面が設定さ

れている。これらの場面からそれぞれが主題の

設定がなされる。これが明確でないとRP自体

の効果は少なくなるからである。

　②は、主題の設定後、役割毎のグループを構

成・検討し、各役割を追求して、役割の意図を

明確にする（高橋 2010：42-43）。PSW役には、

クライエントの症状に関する知識、クライエン

トの病状に配慮しながらも医療保護入院の説

明と理解を得る面接スキル、入院中の権利に関

する説明などを組み込んだインテーク面接の心

構えなどを明確化する。クライエント役には、

ケースヒストリーやエコマップを参考に、クラ

イエントの生活歴などを踏まえ、クライエント

自身の心情に迫っていく役割、顔なじみでない

PSWと面接をする際の心情にも迫っていく役

割を明確化する。観察者役には、RPを演じる

役割を観察し、そこから演者にアドバイスを行

い、自分自身がRPを演じた後の振り返りに役

立つことができる。

　②において、さらにもう一つの役を設定して

いる。それは幻聴役である（高橋 2010：43）。

視覚的に存在しないが、クライエント役と分離

した役割を特別に配置している。この幻聴役

は、クライエント役の後ろに座らせる。RP時

に幻聴役に主題をしっかりと理解した上でその

役割を的確に遂行すると、RPが遊びのような

雰囲気にならないという。クライエント役はそ

の役の遂行に精一杯であるから、幻聴などの症

状を失念してRPを展開する可能性が高い。幻

聴役がクライエント役にその幻聴を適宜伝える

ことで、病状が対人関係・日常生活に影響を与

えることを実感する。おそらくクライエント役

は、RP後に、PSW役の話に集中することはで

きなかった、PSW役の説明の内容はほとんど

わからない、幻聴が聞こえていたらまともな生

活などできない、などのコメントを口にする。

精神疾患自体を軽視していたわけではないにし

ても、病気を患うという意味がわかってくるの

で、RP後の振り返りには有意義である。もち

ろんPSW役も、このことを踏まえた面接スキ

ルを検討しなければならない。幻聴役という予

定調和ではない、臨場感のあるRPに展開する

ような仕組みを設けていることが、演習の効果
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を高める工夫となっている。幻聴役を設定する

意義は大いにある。

　③は、演劇に例えれば、舞台の設定に相当

し（高橋 2010：43）、プライバシーを他者に聞

かれることがないクローズドな面接室に、机や

椅子などをセッティングする。PSW役とクラ

イエント役だけの椅子だけでなく、幻聴役の椅

子はクライエント役のすぐ後方に置き、クライ

エント役の視野に入らないようにする。観察役

は、RP演者の気が散らない程度で、かつ演者

の声が聞き取れ、表情や態度が観察できる距離

にセッティングする。

　④は、15分間のRP時に、物語４の母親役を

クライエント役に置き換えて基本的に展開する

（高橋 2010：43-45）。演者たちの相互作用によ

り多様な展開をみせる。例えば幻聴役は、30

㎝程度の円状の筒を小道具として用い、「幻聴」

をクライエント役に囁くという小技を使い、ク

ライエント役やPSW役に強い影響を与える。

それだけ場面の展開も複雑になる。

　RP実施後のフィードバックは ⑴グループに

よるフィードバックと ⑵個別フィードバック

に区分して実施される（高橋 2010：45-49）。

　⑴は、RP実施直後に全体討論としておこな

うライブなフィードバックと、グループで検

討・発表するというフィードバックである（高

橋 2010：45-46）。前者は、それぞれの役割が、

感想を述べるだけでなく、良かった点・改善

点・より良くするための工夫などを提案する。

この演習では、幻聴役のコメントならび演者、

観察者の幻聴に関する感想や意見を必ず取り入

れている。演者も観察者も精神疾患を有するク

ライエントの理解について一定の変化が見られ

るとしている６）。後者は、録音・録画などの記

録、実施直後に記述したメモ類を素材として活

用する。

　⑵は、RPの記録をもとに実施する（高橋 

2010：46-49）。PSW役・クライエント役・幻

聴役の３種類の記録を用意する。例えばPSW

役用では、❶面接の概要（圧縮叙述体）、❷面

接場面のプロセスレコード、❸RPの感想、良

かった点・改善点・より良くするためのアイデ

アの記述、❹観察したRPのうちから一つピッ

クアップして感想の記述となっている。

　演習では、PSW役を担った学生の記録をも

とに、❶の展開・発言・様子などの概要と❷の

面接にて私が見たこと聞いたこと・面接をして

いて私が考えたこと感じたこと・面接にて私が

言ったこと行ったことが記されたプロセスレ

コードと❸の記述内容をKJ法に準じた手法で

分析した結果からカテゴリーを抽出する作業を

おこない、またクライエント役を担った学生の

記録をもとに、❶と❸と同様に、面接の概要と

カテゴリー抽出を実施し、両者を比較検討して

いる（高橋 2010：46-49）。これらの比較から、

面接のスキルのみならず、面接の展開・面接時

の基本態度・クライエントへのアプローチ法・

面接によるクライエントの理解・両者の関係性

への気づきなど、学生にとって多様な学びの機

会を提供しているが、これらフィードバックの

方法による学習効果についての検証が課題であ

ると提示している（高橋 2010：49）。

　Ｄ．高橋（2011）「SST手法を用いたグルー

プワークに関するソーシャルワーク演習プログ

ラム－精神保健福祉援助演習での試みから－」

　高橋（2006；2009；2010）の続編に相当す

る高橋（2011）は、個別援助（母親とPSW、

本人とPSW）とは異なり、集団援助を素材に

した演習プログラムを取り扱っている。準備期



― 8 ―

福岡県立大学人間社会学部紀要　第28巻　第２号

→開始期→作業期→終結期という集団援助技術

の展開を意識しながら、SSTの「基本展開モ

デル」の展開にしたがってRPを実施する演習

プログラムである。なお「精神保健福祉援助演

習」の中でこの演習に費やしたのは５コマ程度

である。

　準備期は、演習プログラムの提示とそのレ

クチャーである（高橋 2011：55-56）。その手

順は、①事例の説明・演習プログラムの設定・

SST等の資料のレクチャー、②担当教員がリー

ダーのロールモデルとなって実際のSST実施、

③その上で、二つの演習プログラム課題の提

示、④学生をグループ分けし、SST実施に向

けたグループ検討、である。

　開始期は、グループで準備をする（高橋 

2011：56-57）。その手順は、①配役を決める、

②シナリオを作成する、③リハーサルを行う、

である。①のリーダー役、コ・リーダー役、Ａ

さん役、Ｂさん役の学生は特に重要な役どころ

となるので、グループの話し合いで決定する。

②のシナリオは、SSTの展開や必要なスキル、

演者のセリフ、正のフィードバックでのセリ

フ、修正RPのセリフ、宿題の設定などを細や

かに決める。③のリハーサルでは、シナリオ通

りに行うのではなく、SSTの展開に即して適

宜修正していくことが必要不可欠となる。

　作業期は、実際にRPをおこなう（高橋 

2011：57-62）。その手順は、①演者同士がリ

ラックスできる、楽しみながらつながり感を体

験できるウォーミングアップ、②演者が共通の

課題・目標を明確化するなどのルール等の確

認、③主体的に取り組める練習課題の設定、④

綿密な場面を設定してのRP、⑤肯定的な側面

に着目した正のフィードバック、⑥支持的態度

で、相手に効果的な対処行動の具体的なアイデ

アを提示する修正のフィードバック、⑦⑥を受

けて、繰り返しその場で練習する修正RP、⑧

修正RPの正のフィードバック、⑨今後につな

げていくための宿題の提示、である。

この①～⑨の手順はSSTの「基本展開モデ

ル」に依拠しており、これまで精神障害者に対

するSST実施という方法を演習教育法に取り

入れたという新規性がみられる。

　終結期は、高橋（2010）のライブ・フィード

バックと個別フィードバックとほぼ同じなので

説明は省く。

　以上、高橋（2006；2009；2010；2011）の文

献レビューから、演習には、個別援助にしても

集団援助にしても、RPが重要な位置づけを占

めていること、RPを行うにあたっては役割を

演じる者の主題の設定と主題の追求が不十分だ

と効果が薄れるので、学生の準備が重要である

こと、場面設定や演じる役割の工夫、RP後の

丁寧なフィードバックが演習教育には必要不可

欠であること、SSTを演習教育にうまく活用し

ていることなどが提示されている。

３）杉原（2008；2012；2014）の教育実践報告

　Ａ．杉原（2008）「精神保健福祉援助演習に

おける事例作成の一考察－ソーシャルワーク展

開理解の手法－」

　杉原（2008）は、演習科目で学生が事例を作

成することと教員によるスーパービジョンを通

して、ソーシャルワーク展開の理解を図る手法

とその考察を提示している。この事例作成は、

2007年度に精神保健福祉援助実習を終了した

４年生が行ったものであり、演習科目における

事後学習に相当するものである。

　事例作成には、その初期段階から話し合いの

場を持ち、多くの情報や意見を出しつつそれら
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を参考にしたり採用したり、反対に削除した

りする作業を繰り返し、次第にテーマが決ま

り、事例性を持った内容になってくる（杉原 

2008：5）。なお事例に用いるのは、統合失調症

やアルコール依存症、気分障害が主な症状であ

り、稀な症例で作成することは学生の共通項と

ならないという理由から避けている。

　主たる演習の展開（７回）と内容は、１回目

は事例作成の意義と目的、方法、作成テンポの

説明と過去の作成経過を紹介する、２回目は自

分が現場実習で体験した経験やその特徴を話し

合い、次週までに事例の構想を考えてくる宿題

を出す、３回目は治療や日中活動の場をどこに

するか、どのような機関・施設が関わるか、そ

この精神保健福祉士がどのように関わるか、な

どについて検討し事例を作成する、４・５回目

は経過やエピソード、再発、施設や機関との関

わりやその過程、精神保健福祉士の援助内容

や過程、親や近接の人との関わりなどを検討し

ながら事例を作成し、各人が担当する部分を決

め、展開を考えながらパソコンを用いて記述す

る、６回目は事例を完成させる、７回目は事例

作成の学びの確認と振り返りをおこなう、であ

る（杉原 2008：5）。

　各回をさらに詳しく説明する（杉原 2005：

6-8）。１回目は、はじめに担当教員が事例作成

の意義と、「利用者や家族の理解」「施設・機関

の役割や機能」「精神保健福祉士の業務と専門

性」の３つの目的等を説明している。一セメス

ター期間という制約から、事例は４～５名のグ

ループ毎に一つずつ作成させている。

　２回目は、学生の現場実習体験から忘れられ

ない言葉、印象的な出来事、疑問に思ったこと

などを学生が自由に披露し、担当教員が３つの

目的に関する具体的なイメージを持たせること

に取り組んでいる。

　３回目は、２回目と宿題から、作成する事例

の概要が固まってくるので、それをさらに肉付

けしていく。具体例を示せば、統合失調症の若

年者で、家族から独立した生活を考えているこ

と、施設・機関のサービスを利用し就労したい

と考えていること、日中活動を求めていること

などのおおよその経過や主訴が明らかとなっ

た。それに基づき、３回目では、事例の年齢と

性別、現在の症状や主訴、当面の目標、関わっ

た専門職などを明らかにし、学生が考えてきた

事例とその特徴を話し合い、さらに概要を決め

ていく。長期入院では就労支援は困難であるこ

と、病状悪化を自覚し自ら入院した人、治療の

ために履歴書に空白ができるので病気を隠して

就労することは困難と語る人など、特徴的なこ

とを加味していく。担当教員は、作成事例にお

いて利用者が施設・機関を選択する時の意味づ

け、また、そこで働く精神保健福祉士の役割、

利用者の主訴の受け止め方などを指導する。

　４・５回目は、３回目までに出た案を検討し、

具体化し、その内容を精緻化する。確認できた

ところからワープロに打ち込み、経過やエピ

ソード、再発の状態、周囲との関わりなどを詳

しくまとめていく。そこでは案を立てつつも崩

したり、自分が実習中にあった人を参考にして

症状の妥当性を確認したりして作成する。担当

教員は、医療保護入院時の利用者や家族の心情

理解の重要性などを指摘し、事例理解や援助者

の専門的視点の理解につなげている。

　６回目は、グループ全員で読み合わせ、疑問

に思ったところをチェックし再考する。事例と

してはほぼ確立しているのでマイナーチェンジ

を繰り返しながら特徴を明らかにし、より正確

に仕上げていく。細部の調整が必要な場合は再
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度持ち帰り工夫を重ねる、それを次回までに作

成する。

　この段階で担当教員が指摘する点は、利用者

の基本属性（年齢・性格・家族関係等）や転帰

が詳しく記載されているか、精神保健福祉士が

いつどのように登場して、どのような視点から

関わったか、利用者はどのような社会資源を利

用しそれはどのような意味があったのか、など

が記載されているかである。また、精神保健福

祉士は常に利用者側に立った援助が必要である

が、例えば、家でゴロゴロしている利用者への

家族の思いを、家族側から感じることの重要性

についても指摘している。

　７回目は、作成した事例を全員で読み合わ

せ、事例について理解を深める。それを通して、

疾病や障害、プロセスの理解、社会資源利用の

方法、精神保健福祉士のかかわり、利用者と家

族の関係性、ストレングスや回復過程などを確

認していく。その後、完成した事例を学生は提

出することになる。

　以上の演習から、杉原（2008：8-11）は考察

と今後の課題を提示している。

　まず考察部分である。ここでは事例作成の意

義の確認、事例作成で得られた二点を挙げてい

る。一点目は、時間をかけて事例を作成するこ

とによって、①利用者の理解、②施設・機関の

種類や役割の理解、③精神保健福祉士の役割や

機能の理解などを、十分ではないけれども、実

感を伴って理解できることに意義があるとした

（杉原 2008：8-9）。二点目は、学生へのアン

ケートから、精神保健福祉士の立場に立って専

門職の観点から考えられたこと、疾病や障害、

利用者の経過、生活上の困難、利用者にかかる

経過や生じてくる困難などを具体的に理解した

ことである（杉原 2008：8-9）。

　次に今後の課題を四点あげている（杉原 

2008：9-11）。第一に、事例作成すべてを学生

の手に任せるわけではなく、担当教員によるコ

メントは学生の理解を助けるものとして非常に

役に立つ。しかし、担当教員がコメントしたり

記述内容を尋ねたりすると、学生はその事象や

描写を変更しがちになるのが演習教育法として

の課題である。第二に、例えば「援助関係の理

解」を深めることの困難性である。この演習で

は、事例の分量はＡ４用紙（1600字）７枚であ

り、詳しく記述したとはいえない。概略の把握

という点では評価できるが、専門的な視点から

の切り込みやその後の展開を試みていないこと

に課題がある。「援助関係の理解」には、経験

の乏しい学生に実感を伴った理解が得られるよ

うにするには時間と工夫が必要であり、今後の

事例作成に活かすとしている。第三に、第二の

延長線上にあると考えられるが、作成事例を活

用しての次の学びのステップにどうつなげるか

という課題である。他年度で作成事例をケアマ

ネジメント手法の理解まで活用した体験から、

その課題を提示している。最後に、精神保健福

祉士養成教育への反映を提示している。就職段

階で実践力のある人材養成が求められていると

いうことから、担当教員による演習教育の質の

向上を課題として提示している。

　Ｂ．杉原（2012）「精神保健福祉援助演習に

おける事例作成の方法と意義」

　杉原（2008）の演習内容は2007年度という単

年度のものであった。杉原（2012）は、2005

～2010年度の演習からその内容を精緻化し、大

幅に変更があるわけではないが、細部に創意工

夫を凝らしたものになっている。例えば、６コ

マを用いた事例作成の演習内容は次のように



― 11 ―

福岡県立大学人間社会学部紀要　第28巻　第２号 住友・鬼塚：「精神保健福祉援助演習」の演習教育法に関する研究動向と課題

設定している。すなわち、１回目は事例作成の

意義、作成にあたって基本項目の説明、印象的

な体験や利用者の報告を行い、２回目は事例の

テーマ、現在年齢、事例作成に必要な生活史や

病歴の概略を設定し、３回目は生活歴の区切り

のよい年代で分割担当し、細部の内容を検討し

はじめ、４回目は概略を完成させ、さらに細部

の検討とテーマ性を明確にし、５回目は細部を

検討し、６回目は細部の検討を済ませて事例を

完成させる、である（杉原 2012：4）。

　杉原（2008）と異なるのは、１回目では、ク

ライエントの基本属性・生活史・病歴・現状・

ニーズ・家族構成などをあらかじめ担当教員が

提示し、事例作成の時間数の軽減できるように

した（杉原 2012：5-6）。２回目では、学生の

議論では事例のテーマや方向性が明らかになり

にくいので、担当教員はその点を意識させた助

言を重視している（杉原 2012：6）。３回目で

は、事例経過を一定の時期ごとに区切るという

作業であり、援助過程やそこでの援助技術に関

する学びに寄与することを念頭に助言している

（杉原 2012：6-7）。４回目では、詳細化を図っ

ている。例えば、作業能力・日常生活能力・人

間関係能力などのクライエントの能力を事例に

いかに組み込むかの助言をおこなっている。５

回目では、記述内容の濃淡への助言である。例

えば、妄想や興奮という表現だけでなく、「激

しい」妄想や興奮という状況をさらに説明す

る記述を加えるなどである（杉原 2012：7-8）。

６回目では、事例全体の整合性へのコメントで

あり、細部の内容に齟齬がないような全体調整

を図り、完成度を高めるような助言である（杉

原 2012：8）。

　また援助過程とは変化の過程でもあるので、

当初は病気について受け入れられない家族が精

神保健福祉士による働きかけなどにより、気持

ちの変化が見えるという理解を事例のなかに入

れ込んだり、クライエントが各種サービスを利

用することで、家族と離れた地域生活が可能に

なってきたという変化の状況を示したりする。

知識の定着を図るために、トライアル雇用を事

例に組み込むにあたり、実際の就労支援を行っ

ている事業所に学生が出向いて情報を得てきた

り、入院形態に関する法的手続きなどを法の条

文などで確認させたりする（杉原 2012：9）。

　担当教員は、ストーリーとしてまとめる過程

から援助技術の演習の効果を高めたり、学習の

定着や学びの意欲を高めたりする工夫をあちこ

ちにちりばめていたが、杉原（2008）でも指

摘している担当教員によるコメントによる学生

への影響、クライエントの心情理解の難しさ、

などの課題は同様に存在するとしている（杉原 

2012：9-11）。

　Ｃ．杉原（2014）『「事例作成」で学ぶ精神保

健福祉援助演習』中央法規出版

　杉原（2014）は、杉原（2008；2010）をリラ

イトして成書にまとめたものであるから、詳細

な解題は省くが、作成事例に対する担当教員か

らのコメントとどこをどう書き換えて事例を完

成に近づけようとしたかのプロセスが見えるこ

と、完成した事例の全文を掲載していること、

学生の学びのプロセスなどが詳細に記されてお

り、演習教育法に関する工夫が記述されている。

　以上、杉原（2008；2010；2014）の文献レ

ビューから、事例作成という演習を通して、精

神保健福祉援助実習の事後学習に取り組んでい

ること、つまり「精神保健福祉相談援助に係る

知識と技術について個別的な体験を一般化し、

実践的な知識と技術として習得できるように、
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精神保健福祉援助実習における学生の個別的な

体験も視野に入れつつ、集団指導並びに個別指

導による実技指導を行う」７）という教育実践を

おこなっている。また事後学習から疾患・障害

の理解、利用者の経過、生活上の困難の理解等

がより深まったこと、学習の定着や学びの意欲

を高まったこと等の学習効果を提示しているこ

とを提示している。担当教員によるコメントに

よる学生への影響、クライエントの心情理解の

難しさなどの課題も提示されており、これらに

ついての改善を図っていくことが求められてい

る。

４）入江・平林（2011）の教育実践報告

　入江・平林（2011）は、2010年度前期に開

講した「精神保健福祉援助演習１」（15コマ）

がソーシャルワーカーの態度育成にどのように

位置づけにあるのか、その意味を考察した概説

である。グループによる学習を通して学生自身

がどのように変化していったかを自己評価表を

用いて実施した。その結果、演習を重ねる毎に

自己評価の得点が上昇したという結果が記述さ

れ、学生自身の学習効果、グループによる学び、

担当教員のかかわり、演習の意味について考察

し、引き続き後期に開講する「精神保健福祉援

助演習Ⅱ」で取り組む教育実践上の課題につい

て検討を加えている。

５）鬼塚ら（2019）・住友ら（2019）の教育実

践報告

　Ａ．鬼塚・住友（2019）「2018年度『精神保

健福祉演習』－反転授業、アクティブ・ラーニ

ング、チーム・ティーチングの試み－」

　鬼塚・住友（2019）は、2018年度前期開講

の「精神保健福祉演習」８）のオリエンテーショ

ン（１コマ）、面接RP（８コマ）、記録（３コマ）、

地域福祉の基盤整備にかかわる相談援助の理解

（３コマ）の計15コマを提示し、主に面接RP

と地域福祉の基盤整備にかかわる相談援助の理

解について、反転授業、アクティブ・ラーニン

グ、チーム・ティーチングの３点からその特徴

を整理し、事前学習の充実、アクティブ・ラー

ニングによる学習内容の充実、教員の役割分担

と連携の強化という３つの課題を報告したもの

である。

　面接RPでは、PSW役・クライエント役・観

察者役の３人１組のグループを作り、すべてに

「心理情緒的支援」を基本においた５つの演習

を実施した（鬼塚・住友 2019：160-163）。そ

れらは、①主治医が時期尚早と言っているにも

かかわらず今すぐ就労を希望するクライエン

ト、②服薬を中断し自分のみにそのことを告白

するクライエント、③統合失調症が再発し医療

保護入院中の障害を受容していないクライエン

ト（２コマ）に対しては対面による面接形式で、

④障害年金が受給できるかと尋ねてくるクライ

エント（２コマ）に対しては電話による面接形

式で、⑤息子のひきこもりを心配した母親の相

談から自宅を訪問したPSW（２コマ）に対し

ては訪問面接形式であった。対面による面接だ

けでなく、電話や訪問といった形式でのRPを

実施している。

　この「心理情緒的支援」を基本に置いた面

接RPを実施するようにと担当教員は指示して

いても、学生は面接RP時にはそれを忘れてし

まう傾向が強かった（鬼塚・住友 2019：160-

162）。例えば、①では「主治医が『まだ早い』

と言っていることが気になり、本人の気持ちを

優先できなかった」、②では「服薬させようと

誘導的に話を進めてしまった」、③では「何か
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を提案しなければと焦った」、④ではRP開始

早々、障害年金の受給要件確認を始める学生が

多く見られた、などが具体例である。しかし、

担当教員からのコメントを踏まえ、回数を重ね

る中で、②では「共感を適切に使用できないと、

自分と相手で理解が異なってしまうことが分

かった」、③では「相手の話を聞くよりも、興

奮しているクライエントにまず落ち着いてもら

うことが必要だと思った」「長い沈黙に声の掛

け方を迷ったが、本人が話し出すのを我慢して

待」つ姿勢で面接に臨む、⑤では「今回は受け

入れてもらえなくても、手紙を残したり訪問を

続けたりすることで、信頼関係を築いていくこ

とができるかもしれない」などの声があがって

きて、疑似体験から「心理情緒的支援」の意味

が学生に次第に理解できてきたともいえる。

　地域福祉の基盤整備にかかわる相談援助の理

解は、ア）クリスマスにデイケア利用者で300

円の参加費で豪華な料理を作るという社会資源

の活用を念頭においた演習、イ）地域活動支

援センターを商店街の中心に作りたいという

社会資源の開発を念頭においた演習（２コマ）

を６名の３グループで実施した（鬼塚・住友 

2019：163-164）。

　ア）ではフォーマルな社会資源だけでなくイ

ンフォーマルな社会資源の活用のアイデアを

出し合いながら、イ）ではどのような手順を踏

まえればよいのか、反対運動にどう対応するか

という具体例を示しながら、グループで検討を

加えていった。クライエントの生活をイメージ

できなくて、利用者にとっての豪華な料理とは

どのようなものかを考えることができず、地域

活動支援センターの類型、商店街、施設コンフ

リクト、市町村障害福祉計画、運営資金などの

基本知識の不足や、商店街とのつながりの作り

方などに関する手順がわからないという側面が

あった。

　これらの演習内容をチーム・ティーチングで

試みることによって、教員の役割分担と連携の

強化を図ることが可能になったとした（鬼塚・

住友 2019：165）。授業毎に最低２回の打ち合

わせを行った。１回目は提示する事例の背景に

ついての認識、事前学習の範囲の確認、学生の

理解度についての認識の一致などを図った。２

回目は授業直前の打ち合わせで、当日の授業の

流れや事例に関する注意事項などの確認であ

る。学生に対して複数の考え方を教授したり、

学生を複数の側面から評価したりした。この繰

り返しによって、教員同士も教授方法や授業中

の役割分担について認識を共有することができ

たとした。

　Ｂ．住友・鬼塚（2019）「記録の演習法－

2018年度『精神保健福祉演習』の試みから－」

　住友・鬼塚（2019）は、鬼塚・住友（2019）

で取り上げなかった記録に関する演習（３

コマ）を詳細に記述し、そこから得た課題を

提示したものである。用いた視聴覚教材は、

NHK・Ｅテレの番組『あしたをつかめ～平成

若者仕事図鑑』のなかで放送された「あなたの

自立を応援します　精神保健福祉士」（2011年

９月22日放送／全編24分）で、統合失調症の

Ａさん（女性）とPSWとのやりとりの場面で

ある。Ａさんは10年ほど前に統合失調症を発症

し、病院で治療を受けた後に入所した。自立の

訓練を続け、一通りの生活能力を身につけた。

１年間の入所期限を間近に控え、これから三日

間、一週間、二週間と段階的に、確保したア

パートで一人暮らしを試みる、いわゆる試験外

泊体験を行うという設定のうち、最初の三日間
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の試験外泊体験に伴うやりとりの約４分間を用

いた。

　演習内容は、①視聴覚教材から利用者の情報

を正確に記録すること、②その記録に基づいて

日誌を書く練習をすること、の二つである。

　①では、この４分間の映像を８回以上は視聴

させた（住友・鬼塚 2019：172-175）。一回目

はメモなどをさせずに冒頭から演習の場面終了

までの約17分を通しで視聴させ、全体像を把

握・理解させた。二回目は「正確に記録する」

ようにと指示した上で、記録する演習を行っ

た。しかし、ここで多くの学生はほとんど画面

を見ている時間よりも、下を向いて記録するこ

とに精一杯であった。「時間が足りない」とい

うことなので、三回目を行った。おおむね逐語

録になっていることを確認した上で、言語を記

録することはできても、身ぶり手ぶり・しぐさ

などの非言語はまったく記録されてないことを

指摘した上で、その部分を補うように四回目の

視聴を行った。担当教員がそれを確認すると、

Ａさんのふるまいなどをいくつか記録に取って

いたが、その内容は学生の認識や判断が色濃く

反映しているものになった。PSWさんの援助

行為は援助原則に反しており、Ａさんのために

ならないという観点で、ノンバーバルな記録に

表れていた。担当教員はその点には触れず、言

語・非言語以外の周囲の状況を記録することを

さらに提示し、学生は目を皿にして五回目の視

聴をしていた。しかし、周囲の状況と言っても、

どこに着目して記録すればよいかほとんどわか

らないようだった。担当教員は、どこに着目す

ればよいのかをすぐには教えず、六・七回目を

実施した。多少の例示はしたが、多くの学生は

やはりわからないというので、八回目では、担

当教員が一時停止してその場面を逐一解説した

が、なかなか記録を取るという作業にはならな

かった。

　②では、日誌作成を行った（住友・鬼塚 

2019：175-176）。日誌には「取り上げる場面の

概要」とその「正確な内容」、それについて「自

分が考えたこと」を書かせた。「正確な内容」

を読んだだけでは場面をイメージできず、情報

が不足している学生がほとんどで、「自分が考

えたこと」も表面的な考察に留まっていた。そ

こで「正確な内容」を書き直すとともに、「自

分が考えたこと」に理由も併せて書かせた。担

当教員が確認したところ、その理由は外因的な

ものが多く、自分の考え方の傾向など内面的な

ものに触れている学生はいなかった。そこで、

自己覚知の視点から再度書くようにしたが、学

生はこれを言語化するのに大変苦戦していた。

　これらから、記録の演習教育法に関する課題

を提示している（住友・鬼塚 2019：177-178）。

まず記録を取ることの一般的な不慣れさに関す

る課題である。次に社会福祉士・精神保健福祉

士の両受験資格取得を実施する大学課程の多く

では、先に社会福祉士の相談援助演習を履修す

るが、そこでの正確に記録を取ることやどのよ

うな日誌を書くかということなどの学習の不十

分さという課題がある。さらに、そのことをこ

の科目に持ち越すことで生じる課題がある。最

後に、記録を正確に取るためのトレーニングに

必要な視聴覚教材がないという課題である。

　以上、鬼塚・住友（2019）と住友・鬼塚（2019）

の文献レビューから、チーム・ティーチングの

試みが教員同士の教授方法や授業中の役割分担

について認識を共有できるという点は、演習教

育法を議論する際には重要な指摘であること、

またソーシャルワークの基礎演習である面接技

法や記録法に関する問題点が提示された。それ
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ゆえ、面接技法や記録法に関する演習教育法を

開発する課題があること、記録を素材にした日

誌作成に関する課題から掘り下げた考察をどう

執筆させるかという演習教育が求められている

こと、正確に記録を取るための視聴覚教材が少

ないことなどが課題であるとしている。

３．まとめと今後の課題

　研究動向からいくつかの現状と問題点、そし

て課題を抽出してみる。

　①　演習教育法に関する文献レビューから、

少数の教育実践報告しかないこと、演習教育法

としての共通基盤を構築するものに至っていな

いことが明らかになった。これは研究レベルで

は端緒についたという意味であり、研究をさら

に展開していかなければならない。その意味

で、担当教員自らが積極的に授業内容や演習教

育法、そこでの創意工夫を公表・提供している

ことに意義がある。

　しかし、福山（2013）が指摘するように、担

当教員自身が演習科目に対する苦手意識を有し

ているにもかかわらず、あまり公表もせず、ま

た自ら学ぶ機会を積極的に得ようとしなければ

演習教育の水準向上につながっていかない。そ

の意味で授業毎に担当教員によるうち合わせを

必ず行って、実際の授業でのチーム・ティーチ

ングの試みを取り上げた鬼塚・住友（2019）や

住友・鬼塚（2019）の報告は、この苦手意識を

担当教員の協働で解決しようとする点で評価で

きる。

　このような問題を抱えつつも、研究に関する

課題が浮かび上がる。教育実践報告が中心と

なっている現状では量的研究は馴染まない。す

なわち授業参観等による観察や演習担当教員へ

のインタビュー調査等を実施し、演習内容や演

習教育法の共通基盤を構築していくための質的

研究を進めていく必要がある。もちろん②以降

の研究課題を含めることは言うまでもない。

　②　①の問題や課題があるとはいえ、既存の

教育実践報告には演習教育法を今後検討するた

めの重要な資料が含まれている。例えば、RP

はすべてに取り上げられており、重要な演習教

育法として位置づけられている。PSW役・ク

ライエント役・観察者役を設定することはほぼ

共通していたが、高橋（2010）による幻聴役と

いう新たな設定は、予定調和ではない、臨場感

のあるRPを展開する仕組みとして演習効果を

高めるものになっている。まRP後の振り返り

が重要であるのは論を俟たないが、SSTの「基

本展開モデル」を用いた丁寧なフィードバック

は振り返りそのものであり、学生の気づきと行

動変容を促すものとして高く評価できる（高橋 

2011）。RP後の振り返りから、対人援助の根本

である「心理情緒的支援」の位置づけを学生が

実感を持って理解できるようになる演習教育法

も欠かすことができない（鬼塚・住友 2019）。

　なお、学生による「主題の設定と主題の追求」

（高橋 2010：44）がRPの成否を決めるという

指摘は、RPの演習教育法としては重要な検討

課題である。RPが多くの大学等で活用されて

いることを鑑みると、RPの効果を最大限にす

る演習教育法を展開していく必要がある。さら

に、RPのやりとりの記録をもとに、グループ

ディスカッションを実施して、KJ法などを用

いた記述内容のカテゴリー化を試みるという演

習内容（高橋 2010）がある。学生にこの演習

内容をおこなわせることに異論もあるだろう

が、担当教員の丁寧な説明と指導がこの演習内

容の成果であることは明白であり、演習担当教
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員は大学教育における学習到達水準という観点

から吟味してみる価値はあるだろう。

　③　鬼塚・住友（2019）、住友・鬼塚（2019）

が投げかけた、記録を取るというソーシャル

ワークの基本スキル、基本的な面接技法の習得

に関する問題提起は、精神保健福祉援助実習を

迎える学生の準備学習として、一定水準の習得

が必要であることを示した。演習担当教員がそ

のことを踏まえて演習教育の内容や方法を再検

討する必要があるしれない。

　④　②は精神保健福祉援助実習との絡みか

ら、事前学習の段階に位置づくものであるが、

事後学習段階の演習教育を取り上げたのは杉原

（2008；2012；2014）のみであった。学生が精

神保健福祉援助実習を行う前にやっておかねば

ならない演習教育があるという理由から、事前

学習に重きを置くのは当然ではある。しかし

事後学習は演習を通した精神保健福祉援助実習

のまとめとなる位置づけとすれば、事後学習に

かかる演習教育法が杉原だけでは心許ない。杉

原が提示した課題を改善していくこと、さらな

る工夫を重ねることと同時に、演習担当教員は

事後学習に関するさらなる教育実践報告を公表

し、演習教育法を検討するための資料が提供さ

れることが必要である。

　⑤　演習科目で担当教員が学生に提示する事

例は、対面的な直接支援の内容に偏りがちであ

ることがわかった。事前学習の場合、養成テキ

ストに記載されている事例（担当教員による一

部修正を含む）や独自に作成した事例を活用し

ていたが、その事例の内容はまちまちであっ

た。最も多かったのは個別面接を通した事例の

活用である。杉原（2008）が指摘するクライエ

ントの心情理解の困難さは、演習科目として取

り組む必要があり、学習に必要な事例を含む教

材開発は喫緊の課題といえる。また、事例から

知識の定着を図ること、定着した知識をある場

面を設定してどのように活用するかに焦点を置

いたもの、具体的な援助場面を維持・展開して

いくための事例などがあったが、演習科目の進

行度によって、どのような内容の事例をどのよ

うに活用していくかについてはあまりにも情報

が少なく、これらの検討が今後の課題となって

いくだろう。

　事例の問題から少し離れるが、住友・鬼塚

（2019）が指摘した面接（生活場面面接を含む）

に関する視聴覚教材の不足も早急に改善されな

ければならない。

　以上をまとめると、演習教育法に関する文献

はまだ少なく、研究としての基礎固めがまずは

求められる。そのためには演習科目のデータを

収集・分析し、演習教育法に関する共通の枠組

みを提示する質的研究が必要不可欠である。ま

た教育実践面では、演習担当教員が創意工夫し

ながら、精神保健福祉士となる学生への演習教

育法を磨いていくことである。そのためにも今

後も教育実践報告が多く公表されることが求め

られる。さらに研究活動と教育実践活動のサイ

クルを構築して、教材活用・開発を含む演習教

育法のさらなる改善・向上を図っていくことで

ある。

【注】

１） この文献レビューから精神保健福祉援助演習のテ

キスト類と江間（2018）の教育実践報告は除外した。

テキスト類を除外した理由は、演習教育法一般は記

述されているテキスト類もあったが、総じて概説に

終始しているからである。また東京成徳大学でアク
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ティブ・ラーニングを扱った江間（2018）の教育実

践報告は、講義科目「相談援助の基盤と専門職」と「現

代社会と福祉」（共通科目）での取り組みであること

から、除外した。

２） 必ず用いるこの語りの部分が、演習プログラムを

効果的に展開する重要な意味を有している。この語

りから、PSW役は母親のさまざまな感情の受けとめ、

母親に投げかける言葉や尋ねるべきことが可能とな

るからである。

３） ただし、この展開プランでは、医療保護入院によ

る入院というゴール達成が明確になりすぎていて、

15分という短時間でのRPでは、短期間の目的達成と

いう観点での面接に陥りやすい点は否定できない。

学生にとっては学びやすいという利点はあるが、こ

の展開プランのみで面接の幅広さを学習できるわけ

ではない。さまざまな状況を設定した面接に関する

演習プログラムが今後必要となるであろう。

４） この演習プログラムでは、全員がPSW役を担当す

ることできない。RPの効果は役割交換による実施が

必要不可欠となるが、十分な教育効果を出すには、

学生数・演習時間数による物理的制約という課題を

抱えていると考えられる。

５） この前段で、学生のRPへの抵抗感を和らげること

が必要である。「教員や他の学生の前で演技するとい

うことに抵抗を感じている学生は少なくない」ので、

「演技の『うまい・へた』を問うものでない」「出来

不出来が評価を左右することはない」（高橋 2010：

34）ことを丁寧に説明するように心がけており、う

まく演じられたというよりも演じているときに感じ

たものを明確に提示できるかどうかを重視すること

としている。担当教員が配慮すべき留意点である。

６） どのような「一定の変化」なのかということにつ

いては、「別の機会に譲る」（高橋 2010：46）とある

だけで具体的には不明である。

７） 文部科学省高等教育局長・厚生労働省社会・援護

局障害保健福祉部長連名通知（2015）「大学等にお

いて開講する精神障害者の保健及び福祉に関する科

目の確認に係る指針について」（27文科高686・障発

1021第１号）の別表１の科目「精神保健福祉援助演

習（専門）」に記載されている。

８） この科目は「精神保健福祉援助演習（基礎）」の読

み替え科目で、精神障害者に対象を特化した演習内

容である。「精神保健福祉援助演習（専門）」はこの科

目の後に開講している。
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